
 

 

 

 

 

 

                                 

                                                                                                                                                          

                                         

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

現在、パルテノン多摩歴史ミュージ

アムでは特別展「災害と多摩」を開催

しています。今回は、展示の調査で明

らかになった「古銭」のお話をしてみ

ましょう。 

鶴牧西公園の川井家は見事なしだれ

桜で有名ですね。実はこの川井家のそ

ばで、今から 94年前、大正 12年（1923）

の関東大震災により、戦国時代の古銭

が見つかっていたのです。 

川井家の裏山は地震によって土砂崩

れが起こりました。土砂は目の前の乞

田川に落ち、川があふれて向かい側の

「二反田」に流れ込みました。人々が

土砂をさらったところ、古銭が出てき

たのです。その数は何と叺
かます

2 杯分、1

万枚近くにのぼりました。 

この「事件」は、地元では有名な話

で、峰岸松三『落合名所図会』(「二反

田」の項)、横倉舜三「多摩ニュータウ

ンタイムズ」などにも記されています。

残念なことに古銭は戦時中の金属供出

で供出され、大部分が失われました。

しかし、供出を免れた古銭の一部と、

保管用の木箱が現存していたのです。 

木箱には「九千八百九拾五枚」とい

う、かつての古銭の枚数が記され、箱

の中には戦時中の供出時のものと思わ

れる「八千八百八十八枚」の荷札が残 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さっそく峯岸松三氏著「今昔 くらし

ぶり図絵」（以後「くらしぶり図絵」）

の五月の候を開いてみましょう。5 月

は気候が良く、多くの方にとっては行

楽シーズンのイメージが強いかもしれ

ません。一方昔の多摩の農家にとって

5 月は、夏に向かって農作業が忙しく

なる最初の月でした。 

五月の候は主に養蚕と茶摘みについ

て書かれていますが、ここでは茶摘み

を取り上げたいと思います。お茶の木

は、チャノキという名前がつけられて

おり、中国南部原産のツバキ科の常緑

低木です。日本には奈良時代に薬とし

て持ち込まれたと言われています。花

を秋に咲かせますが、あまり目立たず、

気づかない人も多いようです。蜜と大

量の花粉を出すので多くの昆虫が訪花

します。 

多摩市には茶畑は少なく、錠口（ジ

ョウグチ）と呼ばれる畑まわりや道路

から玄関につながる屋敷内の通路の両

側などに植えられていました。今は、

お茶は買うものですが、かつての農家

は毎年茶摘みをして自家用のお茶を作

っていました。 

茶摘みは結（ユイ）という共同作業

の制度で親戚や近所の人達も手伝って 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行われました。古くは各家庭で製茶し

ておりましたが、戦後は家々で集めた

茶葉を昭島市にある製茶工場に送って

製茶したそうです。（茶畑は現在の鶴牧

西公園で見ることもできます） 

そうして作られたお茶は、畑作業の

合間など日常の様々な場面で飲まれま

した。自分たちで頑張って作ったお茶

はどんな味だったのでしょう。近年、

茶畑の木の多くは静岡県で選抜された

「やぶきた」という品種で、味の画一

化が進んだと言われています。 

多摩のチャノキは主にタネで増やし

たため品質が多様ですが、様々な葉が

ブレンドされるので、お茶はクセのな

い味だったのかもしれません。それと

も「○○さんの家のお茶は美味しい」、

などと語られていたのでしょうか。今

となっては味わうことのできない、幻

の味が気になります。 

参考：「今昔 くらしぶり図絵」（峰岸松三著、 

   私家版、1992年） 

   

           されています。 

                 現存する古 

銭の数は 449 

枚。このたび 

東京都埋蔵文 

化財センター

の長佐古真也さんのご協力により種類

を確認したところ 50種類にもおよび、

中国の宋銭なども含まれていることが

分かりました。古銭の年代などから、

戦国時代に埋められたものではないか

と推測できます。これにより、落合・

鶴牧地区の戦国時代の人々の動向を知

る手掛かりが、またひとつ増えたとい

えるでしょう。古銭からは、銭種・錆

の付き具合・金属の質など、伝承では

知りえない重要な情報が判明してお

り、改めて「現物」を残すことの重要

性を思い知らされます。 

土砂崩れの現場は、鶴牧西公園の中

に今も残っています。大規模開発が行

われた多摩ニュータウン区域で、94年

前の土砂崩れの現場が残っていること

自体が驚きです。普通の土砂崩れはい

つしか忘れられてしまうものですが、

古銭が出土したことにより、人々の記

憶にしっかりと残り、現地の情報が伝

承されてきたのです。古銭の出土は「地

域の記憶」にとっても重要な事件だっ

たといえるのです。 

※古銭は「災害と多摩」で 7/23まで展示中。 
5/28 の講演会「関東大震災時出土の埋蔵銭につい
て」（講師：長佐古真也氏）で詳しい解説がありま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 
参考：公益財団法人多摩市文化振興財団 2001『地 
域文化の源流』、多摩市都市整備部都市計画 

課編 1992『多摩市の町名』 

多摩市立唐木田コミュニティセンター 〒206-0034 多摩市鶴牧 6丁目 14番地 TEL: 042-338-6333  休館日：第 2・第 4 月曜日 

 ※唐木田図書館休館日：毎週月曜日、祝祭日 ※和カフェ定休日：毎週月曜日、祝祭日  

筆者紹介：橋場万里子(はしば まりこ) 
パルテノン多摩歴史ミュージアム（公益財団
法人多摩市文化振興財団）学芸員。首都大学
東京・東京医療学院大学非常勤講師。 

会  場 ： ロビー  入場料 ： ￥500 (小学生以下無料) 

出  演 ： 調 久美子（フルート） 

       蓼沼 明子（チェンバロ） 

曲  目 ： ヴィヴァルディ/ごしきひわ 

J.Sバッハ/フルートソナタ g-moll 他 

主  催 ： 文化部会 ※前売りは４/25(火) 10:00 より 

筆者紹介：仙仁 径(せんに けい) 
パルテノン多摩歴史ミュージアム（公益財団
法人多摩市文化振興財団）学芸員。多摩市み
どりと環境審議委員。「多摩の谷戸と農のい
となみ」「多摩ニュータウン植物観察記」な
どの展示をてがける。 

五月の候 

東京藝術大学音楽学部器楽科フル

ート専攻を首席にて卒業。中野富

雄、小泉浩、金昌国の各氏に師事。

ソロ、室内楽を中心に活動。 

CD「HANA’S DREAM」をリリー

ス。「おはなし音楽隊ピッコロ」を

主宰し、保育や教育の現場にて数

多くの公演を開催し好評を得てい

る。アトリエドルチェ代表。 

「今昔 くらしぶり図絵」を植物から読み解く（２） 

 

 

「今昔 くらしぶり図絵」より 

 

 

 

東京藝術大学音楽学部器楽科ピア

ノ専攻卒業。同大学院修士課程修

了。故手塚敏子、故原智恵子、小

木曽美津子の各氏に師事。現在ソ

ロ活動の他、室内楽、声楽・合唱

の伴奏等で活躍。 

「アルキュオン・ピアノトリオ」

「おはなし音楽隊ピッコロ」「すす

きだ音楽隊」のメンバー。 

 

 

しょうぶかん 

発行： 2017 年 4 月 23 日 （隔月発行）     No.042 
唐木田コミュニティセンター運営協議会 編集： 広報部会 

公式ホームページ：http://karakida.org/ 

メールアドレス：info@karakida.org 

橋場万里子  多摩の歴史さんぽ（３） 仙 仁  径 

 

 関東大震災と二反田の古銭 

 

 

■蓼沼 明子（たでぬま あきこ） 

出土現場の絵（ビャク山）／ 
峰岸松三『落合名所図絵』より 
 

関東大震災時出土の古銭／個人蔵 多摩市文化振興財団撮影 

◆ ５月２７日(土)  17:30開場  18:00開演 
 

 

■調 久美子（しらべ くみこ） 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

菖蒲館ウォーキング 

～ 風薫る新緑の古道を歩く ～ 

☆日 時：5月 15日(月) ※雨天の場合は翌 16日(火) 

☆コース：菖蒲館 ～ 一本杉公園 ～ 鎌倉古道 ～ 小野路

宿里山交流館 ～ 菖蒲館(解散) 

           （行程およそ 7 キロ 3 時間） 

☆集 合：9:00 菖蒲館玄関前 

☆参加費：100円 (保険代ほか） 

当日受付（事前の申込み不要）  

☆持ち物：飲み物、帽子、雨具等 

☆主 催：健康・スポーツ部会 

 

 

日曜朝市 

地元産の新鮮な野菜が菖蒲館の広場に！ 

☆日 時：第 67回 5月 21日(日) 9:00～11:00 
第 68回 6月 18日(日) 9:00～11:00 

毎月 1回実施（原則第 3日曜日）     

☆場 所：菖蒲館 玄関前広場 

☆販売品：地元産の野菜など 

☆主 催：日曜朝市実行委員会 

第 28回からきだ菖蒲館 地域健康・医療講座 

～ いつまでも動けるからだづくり ～ 

☆日 時：6月 10日(土) 14:00～16:00 

☆場 所：2階ホール 

☆定 員：30名（当日 直接会場にて受付先着順） 

☆参加費：100円（保険代ほか） 

☆講 師：﨑山タヅヨ氏（健康運動実践指導者） 

☆持ち物：飲み物、タオル 
     動きやすい服装で、室内用運動靴のご用意を！ 

☆主 催：健康・スポーツ部会 

 
 

花いっぱい運動でつくる“絆” 

みなさんのご協力で、菖蒲館は四季折々、様々な草花で

いっぱいです。協力員の方々とご一緒にご参加下さい。 

☆日 時：5月 20日(土)10:00～ 

     6月 17日(土)10:00～ 

☆場 所：菖蒲館 玄関前広場 

☆主 催：まちづくり部会  

 

ハロー From Shobukan 

菖蒲の会（高齢者食事会） 

～ 新緑が美しい季節の一日をみなさんと食事をしながら、 

笑って、喋って、楽しい一時を過ごしましょう！～ 

☆日 時：5月 30日(火) 12:00～13:30 
☆場 所：1階ギャラリー 

☆対象者：市内在住の 75歳以上の方 

☆参加費：1人 300円 

☆定 員：18名(申込み先着順、受付 10:00～) 

     ※本人が直接申込み下さい（電話可） 

☆献 立：黒豆ごはん、鶏ふわふわつくね、煮きりなます､

すまし汁、おひたし、デザート 

☆主 催：福祉部会   ※アレルギーの方はご相談下さい 

からきだ菖蒲館広報紙 

映画鑑賞会 

シン・ゴジラ 
東京湾海底から出現した(身長 185 メートルの)ゴジラ。政府の緊急 
対策本部は自衛隊に対し防衛出動命令を下し、立ち向かうが……。 
第 40 回日本アカデミー賞 優秀作品賞、最優秀監督賞 受賞 

監督：庵野秀明 樋口真嗣 

出演：長谷川博己 竹野内豊 石原さとみ 

☆日 時：5月 9日(火) 上映 14:00～16:00 

☆場 所：2階ホール 

☆参加費：無料 (事前の申込み不要､直接会場へ) 

☆主 催：福祉部会映画同好会 

絵本よみきかせ ～ おはなしのいす ～ 

☆日 時：5月 6日(土) 11:00～11:40 

     6月 3日(土) 11:00～11:40 

☆場 所：2階和室(事前の申込み不要) 

※絵本は誰もが楽しめ心を豊かにしてくれます 

☆主 催：福祉部会  

☆問合せ：042-376-4538（白石） 

 

福祉なんでも相談会 

～ 福祉、介護、認知症ほか 気になる事、悩み事、 

     どなたでもご利用できる身近な相談窓口です ～ 

☆日 時：5月 16日(火) 14:00～16:00 

     6月 20日(火) 14:00～16:00 

☆場 所：1階第１会議室 

☆参加費：無料(直接会場へ) 

     ※相談員は社協・包括の職員。相談内容は守られます 

☆主 催：福祉部会、多摩市社会福祉協議会、 

     多摩センター地域包括支援センター 

 

 

（2016年東宝映画） 

ペチュニア  

 

 

 
 

 

 

 

2017.3.20 南鶴牧小学校合唱団コンサート 

 
  オーガニック コーヒーと軽食 

皆様のお越しをお待ちしております。  

       10:30～16:00 火～金限定お弁当販売中 

＜どんぐりパンの食パンもご予約いただけます＞ 

 

 

 

次号は 6月 25日 発行予定 

 

 
※問合せ・申込：☎042-338-6333(事務局)10:00 より 

 

2017.3.18 タヒチアン・ダンス・ショー  

2016.12.17 クリスマス・ジャズ・コンサート 

みんなで歌う おたまじゃくし講座 

～いろいろな曲を楽しむひとときです～ 

☆日 時：6月 9日(金) 14:00～15:00 

☆場 所：2階ホール 

☆参加費：入場無料(事前の申込み必要） 

☆主 催：文化部会 

 

 

 


